
パプと ジェットと 

大
おお

きな 大
おお

きな 森
もり

　夏
なつ

休
やす

みです！　トーマスと ケイトと お母
かあ

さんと 

お父
とう

さんと パプは、お母
かあ

さんの 弟
おとうと

 ベンおじさんが 

いなかに 持
も

っている 農
のう

場
じょう

に 招
まね

かれ、みんなで 

やって来
き

ました。

　ケイトと トーマスは、ベンおじさんの お手
て

伝
つだ

いを 

するのが 大
だい

好
す

きです。牛
うし

の 乳
ちち

しぼりを したり、

めんどりの 産
う

んだ 卵
たまご

を だれが 一
いち

番
ばん

 たくさん 

見
み

つけられるか 競
きょう

争
そう

しながら 集
あつ

めたりしました。

　今
きょう

日は、特
とく

別
べつ

な 日
ひ

です。ベンおじさんの 大
おお

きな 

黒
くろ

い ラブラドール犬
けん

が 産
う

んだ 子
こ

犬
いぬ

たちが 少
すこ

し 

大
おお

きくなったので、町
まち

に 売
う

りに 行
い

くのです。



　「お願
ねが

い、お父
とう

さん。１
いっ

匹
ぴき

 もらっても いい？」　

お父
とう

さんが 子
こ

犬
いぬ

たちを 箱
はこ

に 入
い

れているのを 見
み

ながら、

ケイトが たずねました。

　「うちには もう パプが いるだろう？」と お父
とう

さんが 

言
い

いました。

　「パプは、トーマスの ペットだもの。」　ケイトは、

かわいい 黒
くろ

い 子
こ

犬
いぬ

を なでながら 言
い

いました。

　お父
とう

さんと お母
かあ

さんは 顔
かあ

を 見
み

合
あ

わせ、それから 

ほほえみました。お母
かあ

さんが 言
い

いました。「わかったわ。

でも、ちゃんと 世
せ

話
わ

を するのよ。そして、森
もり

の 中
なか

に 

入
はい

らせないように 気
き

を つけてね。まだ ちっちゃいから、

まいごに なるかもしれないわ。」

　ケイトは すぐさま １
いっ

匹
ぴき

の 真
ま

っ黒
くろ

な 子
こ

犬
いぬ

を 選
えら

んで、

ジェットという 名
な

前
まえ

を 付
つ

けました。

　「わたし、ジェットの めんどうを よく みるわ！」と 

ケイト。

　「ぼくも、手
て

伝
つだ

うからね。」と、トーマスも 言
い

って

くれました。



　お父
とう

さんと ベンおじさんは、ほかの 子
こ

犬
いぬ

たちの 

新
あたら

しい 家
いえ

を 見
み

つけるために、近
ちか

くの 町
まち

へ 出
で

かけて

行
い

きました。ケイトと トーマスは、急
いそ

いで たのまれていた 

残
のこ

りの 雑
ざつ

用
よう

に 取
と

りかかりました。お手
て

伝
つだ

いが 終
お

われば、

外
そと

へ 行
い

って 新
あたら

しい 子
こ

犬
いぬ

と 遊
あそ

べるからです。

　お手
て

伝
つだ

いが 終
お

わると、お母
かあ

さんは 子
こ

どもたちに 

外
そと

に 行
い

って 遊
あそ

んで いいと 言
い

いました。「夕
ゆう

食
しょく

の 

鐘
かね

が 鳴
な

ったら、帰
かえ

って来
く

るのよ。」

　ケイトは、大
だい

事
じ

そうに ジェットを だっこして 外
そと

に 

出
で

ました。トーマスと パプは、後
あと

に 続
つづ

きました。

にわとり小
ご

屋
や

の わきを 通
とお

り過
す

ぎ、ヤギ小
ご

屋
や

を 通
とお

り過
す

ぎ、

馬
うま

屋
や

も 通
とお

り過
す

ぎました。そして、ベンおじさんの 農
のう

場
じょう

の 

はずれまで 来
き

ました。

　子
こ

どもたちは、ぼうを 投
な

げて ジェットに 取
と

って来
く

る 

ことを 教
おし

えました。そして、また 投
な

げるのです。パプも、

ジェットの 後
あと

を 追
お

いかけたり、じゃれ合
あ

ったりして、

いっしょに 遊
あそ

びました。ケイトは ２匹
ひき

の 犬
いぬ

たちのために、

おやつも 持
も

ってきていました。



　しばらくして、お母
かあ

さんが 家
いえ

の 前
まえ

に 出
で

てきて 

夕
ゆう

食
しょく

の 鐘
かね

を 鳴
な

らすのが 聞
き

こえてきましたが、

子
こ

どもたちには、まだ 遊
あそ

び始
はじ

めて それほど 時
じ

間
かん

が 

たっていないように 思
おも

えました。「お母
かあ

さんが、

夕
ゆう

食
しょう

の 鐘
かね

が 聞
き

こえたら 帰
かえ

って来
く

るようにって 

言
い

ってたわ。」と ケイトが 言
い

いました。

　「あ～あ。まだ そんなに 遊
あそ

んでないのになあ。」と 

トーマス。

　「じゃあ、あと ほんの ちょっとだけ 遊
あそ

んでから 

行
い

きましょう。」　そう 言
い

いながら、ケイトは ぼうを 

拾
ひろ

って、できるだけ 遠
とお

くに 投
な

げました。ジェットは 

ぼうを 追
お

いかけて、勢
いきお

いよく 走
はし

って行
い

きました。

けれども、ぼうを 拾
ひろ

う代
か

わりに、ジェットは 

そのまま 走
はし

り続
つづ

けて 森
もり

の 中
なか

に 入
はい

ってしまいました。

止
と

まらなかったのです。ケイトは 大
おお

声
ごえ

で ジェットを 

よびました。トーマスも 森
もり

の 入
いり

口
ぐち

まで ジェットを 

追
お

いかけて行
い

きましたが、ジェットの すがたは 

どこにも 見
み

当
あ

たりません。パプは、暗
くら

い 森
もり

に 

向
む

かって ほえました。



　トーマスは またもや 走
はし

り始
はじ

めましたが、

ケイトは、森
もり

が 危
あぶ

ない 所
ところ

だと お父
とう

さんが 

言
い

っていた ことを 思
おも

い出
だ

して さけびました。

「だめよ、トーマス！　森
もり

の 中
なか

に 入
はい

っちゃ だめ！」

　トーマスは もうちょっと 先
さき

まで 行
い

って、

引
ひ

き返
かえ

してきました。「ジェットは どこにも 

いないよ。」

　「わたしたち、夕
ゆう

食
しょく

の 鐘
かね

が 聞
き

こえた 時
とき

に 

帰
かえ

るべきだったのよ。」　ケイトが 悲
かな

しそうに 

言
い

いました。

　二
ふたり

人は もう少
すこ

し 待
ま

って さがしてみましたが、

ジェットは 見
み

つかりません。お母
かあ

さんの 待
ま

っている 

家
いえ

まで、悲
かな

しそうに 帰
かえ

って行
い

きました。

　ケイトは 泣
な

きながら、ジェットが 森
もり

の 中
なか

に 

走
はし

りこんで もどって来
こ

なかった ことを お母
かあ

さんに 

話
はな

しました。二
ふたり

人とも、家
いえ

に 帰
かえ

るはずの 時
とき

に 

すぐに もどらなかった ことを くやんでいました。



　夕
ゆう

食
しょく

を 食
た

べていると、かみなりの 音
おと

が 

してきました。やがて 雨
あめ

が ふり始
はじ

め、まどに

ピシャピシャ 当
あ

たりました。

　その夜
よる

、ねる 前
まえ

に ケイトは 祈
いの

りました。

「イエス様
さま

、どうか、ジェットを 守
まも

ってください。

ジェットが うちに 帰
かえ

る 道
みち

を 見
み

つけられますように。」

　「アァメン。」と、トーマスが ささやきました。

　次
つぎ

の 日
ひ

の 朝
あさ

早
はや

く、おんどりの 鳴
な

き声
ごえ

と 共
とも

に 

起
お

きた トーマスと ケイトは、ベンおじさんの 

お手
て

伝
つだ

いに 行
い

きました。ヤギの 乳
ちち

を しぼり、

にわとりの 卵
たまご

を 集
あつ

めるのです。でも 今
きょう

日は、

いつものように 走
はし

り回
まわ

って 遊
あそ

ぶ 気
き

には 

なれませんでした。いつもは 元
げん

気
き

に はしゃぎ回
まわ

る 

パプでさえ、静
しず

かです。



　トーマスと ケイトは、ジェットの ことや、

森
もり

や 雨
あめ

の ことを 考
かんが

えていました。そして、

今
こん

度
ど

 お母
かあ

さんに 何
なに

か 言
い

いつけられた 時
とき

には、

すぐに 従
したが

おうと 思
おも

いました。その時
とき

です。

パプが にわとり小
ご

屋
や

の 方
ほう

で、ワンワンと 

大
おお

さわぎしているのが 聞
き

こえてきました。

　「パプったら。にわとりを おどかしちゃ 

いけない ことくらい、知
し

っている はずよね。」　

ケイトは ひとり言
ごと

を 言
い

いながら、どうしたんだろうと 

思
おも

って、にわとり小
ご

屋
や

の 方
ほう

に 行
い

ってみました。

パプは 興
こう

奮
ふん

して、にわとり小
ご

屋
や

の すみの 方
ほう

に 

向
む

かって ほえています。その 下
した

の 方
ほう

を 見
み

てみると・・・

ジェットが います！　ずぶぬれで どろに まみれて 

寒
さむ

そうですが、ケガも なく 元
げん

気
き

そうです。

　「ジェットだわ！　ジェットが 帰
かえ

ってきたのよ！」　

ケイトは トーマスに 向
む

かって さけびました。



終
お

わり
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　ケイトは 子
こ

犬
いぬ

の ジェットを だき上
あ

げました。

　トーマスも 来
き

て、ケイトと ジェットに うでを 

回
まわ

しました。お母
かあ

さんと お父
とう

さんと ベンおじさんも、

この さわぎを 聞
き

きつけて、外
そと

に 出
で

てきました。

　「イエス様
さま

は ケイトの お祈
いの

りに 答
こた

えて

くださったね。」　ジェットの 頭
あたま

を なでながら、

トーマスが 言
い

いました。

　ケイトは、もう うれしくて たまりません。

その日
ひ

以
い

来
らい

、お母
かあ

さんが 夕
ゆう

食
しょく

に よぶと、

ケイトと トーマスと ジェットと パプは、だれが 

一
いち

番
ばん

 早
はや

く 家
いえ

に つけるか、 競
きょう

走
そう

するように 

なりました。


